
 

様式 C-19 

科学研究費補助金研究成果報告書 

平成 23 年 5 月 27 日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

機関番号：24403 

研究種目：若手研究(B) 

研究期間：2007 ～ 2010 

課題番号：19730144 

研究課題名（和文） ネットワーク外部性がある財の販売のメカニズムデザイン 

                     

研究課題名（英文） A mechanism design for the sales of the goods with network 

externalities 

 

研究代表者  七條 達弘（SHICHIJO TATSUHIRO） 

             大阪府立大学・経済学部・准教授 

研究者番号：40305660 

研究成果の概要（和文）： 
ネットワーク外部性がある財の販売方法として、返金特約付の予約券販売方法に関する

実験を行った。実験する際に以下の４つのカテゴリーを考えた。(a)返金特約付予約券を有
料の予約券とする場合、(b)返金特約付予約券を無料の予約券とする場合、(c)チープトーク
がある場合、(d)直接財を販売する場合。実験の結果、以下の事が分かった。(1)理論どおり、
返金特約付き予約券販売方法がネットワーク外部性がある財の販売を促進する。(2)返金特
約付の予約券が無料より有料の方が促進効果が高い。(3)返金特約付の予約券販売方法は、
チープトークとシグナリングの両者の性質をもつが、有料の返金特約付予約券とチープト
ークでは前者の方が効果が高い事が分かった。(4) チープトークと無料予約券の間には有
意な差はみられない。 
また、ネットワーク外部性があるサービスである SNS の理論化も行った。 

 
研究成果の概要（英文）： 
  We conducted experiment about the method with refundable reservation tickets as a 
way to sell goods with network externalities. We consider following four cases: (a) 
selling with pay refundable reservation tickets, (b) selling with free refundable 
reservation tickets, (c) selling with cheap talk, (d) direct selling. We obtained the 
following results: (1)The refundable reservation tickets promote the selling of goods 
with network externalities, (2)the pay refundable reservation tickets is more useful 
than the free tickets, (3)the pay refundable reservation tickets is more useful than 
cheap talk, (4)there is no significant difference between cheap talk and free refundable 
reservation tickets. 
 We also made a model with SNS, which is a service with network externalities. 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2007 年度 900,000 0 900,000 

2008 年度 700,000 210,000 910,000 

2009 年度 700,000 210,000 910,000 

2010 年度 700,000 210,000 910,000 

  年度  

総 計 3,000,000 630,000 3,630,000 

 
 
研究分野：理論経済学 
科研費の分科・細目：経済学・理論経済学 
キーワード：ネットワーク外部性、調整ゲーム、ゲーム理論 
 



１．研究開始当初の背景 
ネットワーク外部性がある財についての

研究は、数多くの研究がなされていたが、こ
れらの研究の多くはネットワーク外部性が
ある財を通常の方法で販売した場合に発生
しうる問題点の分析など、現状分析的な研究
が多かった。 
 ネットワーク外部性がある財の販売を促
進するメカニズムの研究は少なかった。特に、
補完財によってネットワーク外部性が働く
場合についての分析はなかった。また、ネッ
トワーク外部性がある財の販売促進につい
て、一部理論研究はあるが実験研究は少なか
った。 
 
 
２．研究の目的 
ネットワーク外部性がある財は、その商品を
もつ人が多くなれば、その後は容易に販売で
きる。しかし、発売当初の商品が、まだ売れ
ていない状況下では販売が困難である。その
ため、あるネットワーク外部性をもつ財が普
及した方が社会的に望ましい場合であって
も、普及が停滞する可能性がある。たとえば、
水素を使う燃料電池自動車は、燃料電池自動
車の販売数が増加すれば、増加するほど水素
スタンドが増え、燃料電池自動車の価値が高
まるというネットワーク外部性がある財で
あり、かつ、社会的に普及が望まれる財であ
る。しかし、燃料電池自動車の価格が下がっ
たとしても、最初は燃料電池自動車の台数が
少なく、そのため水素スタンドの数が少ない
ため、誰も購入しないといった状態が発生す
ると予想される。このような場合、従来、政
府が販売促進のために購買者に補助金を与
える方法が使われているが、購買意欲をあげ
るためには、多額の補助金を与える必要があ
り、多くの税金が必要である。 

そこで、本研究では、効率的な手法で、ネ
ットワーク外部性がある財の販売促進を行
う方法を研究する。この際、ゲーム理論を用
いた理論的研究を行うだけでなく、経済学実
験を通して理論を検証する 
 
 
３．研究の方法 
①実験研究 
 ネットワーク外部性がある財の販売方法
として、返金特約付の予約券販売方法に関
する実験を行った。実験する際に以下の４
つのカテゴリーを考えた。 

(a) 有料の返金特約付予約券を利用する
場合 

(b) 無料の返金特約付予約券を利用する
場合 

(c)チープトークがある場合 
(d)事前に情報を集めるメカニズムが存在

せず直接財を販売する場合 
上記で、(b)と(c)は、似た制度であるが、(b)
は、予約券を両者とも入手した場合にのみ、
次のステージに進んで、実際の財の販売ス
テージに移行するのに対し、(c)では、チー
プトークステージの選択に関わらず、実際
の財の販売ステージが存在する点が異なる。 
上記４つのカテゴリーについて、財の販売
が比較的用意な Good 環境と、財の販売が
困難である Bad 環境を用意し、合計４×２
＝８種類のトリートメントについて実験を
行った。 
 実験は、１トリートメント 24 人の被験
者を集め、Visual Basic で作成されたプロ
グラムを使って実施した。場所は、大阪大
学の実験経済学の施設を利用した。 
 
②理論研究 
 理論研究は、大きく分けて２種類行った。
まず、補完財を考慮した理論構築を行った。
ネットワーク外部性は、補完財を通して働
く場合が多い。実際、電気自動車の例でも、
充電スタンドという補完財を通してネット
ワーク外部性が働く。この時、電気自動車
などの本体を提供する主体と、充電スタン
ドのように補完財を提供する主体が別とな
り、補完財を提供する主体の行動について
の分析も必要となる。従来の理論研究では、
補完財を明示的に扱う場合が少なかった。
そこで、補完財を提供する主体についても
あわせて分析を行った。返金特約付予約券
の発想を利用した、補助金の事前申請制度
を考案し、どのような時に、その制度が有
効となるかについて分析を行った。 
 次に、ネットワーク外部性があるサービ
スについての理論分析を行った。この際に、
ネットワーク効果が持続せず、ユーザーが
行動を持続させる必要があるという要素を
とりいれた。また、１期間に行動を決定で
きる主体は、１人というモデル化を行った。
この点は、供給量に制限があるモデル化と
なっている。具体的なモデルとしては、無
限期間のダイナミックゲームを用い、その
部分ゲーム完全均衡が、どのような時に、
活性化する均衡が唯一となるか、また、活
性化する均衡が存在しない場合などに、活
性化を行うための制度について分析を行っ
た。 
 
４．研究成果 
①実験研究 
有料の返金特約付き予約券制度では、

90%以上の高い割合で、被験者が理論どお
りの行動を行い、返金特約付き予約券販売
方法によって、ネットワーク外部性がある
財の販売が促進される事が分かった。この
結果は、最初のラウンドから得られており、



学習を必要とせず均衡に達していると解釈
する事ができる。 
返金特約付の予約券が無料の場合と有料

の場合の比較においては、有料の方が、効
果が高い事が分かった。無料の場合には、
実際には、財を必要としていないにも関わ
らず、予約券を入手する被験者が存在する
ために、予約券の入手がシグナルとして、
不完全である事が原因であると考えられる。
この結果から予約券には、ある程度の課金
が必要である事が分かった。 
また、有料返金特約付き予約券制度とチ

ープトークの比較でも、有料返金特約付き
予約券制度の方が、財の販売を促進する効
果がある事が分かった。返金特約付の予約
券販売方法は、チープトークとコストがか
かるシグナルの中間的な制度であるが、そ
の効果は、チープトークとは異なる事が分
かった。 
チープトークと無料の返金特約付き予約

券制度の間では、有意な差はみられなかっ
た。返金特約付き予約券販売方法は、予約
券が有料の場合、両者が予約券を購入した
時には、コストが発生し、両者が 予約券
を購入しなかった時には、コストが発生し
ないことから、コストがかかるシグナルと、
チープトークの両方の性質をもつが、予約
券が有料であり両方の性質を満たす状況に
なる事が制度にとって本質的に効果をもた
らす事が推測される。 

 
 
②理論研究 
ネットワーク外部性が補完財によっても

たらされる場合について分析した。対象を
EV(電気自動車等)に絞り、EV をとりまく
現状について調査し、それをふまえた分析
を行った。EV には政府による補助金が支
払われており、また、補助金がないと販売
が困難である現状をふまえ、返金特約付き
予約券販売方法のアイディアを活かした、
補助金の事前申請制度を考案した。この制
度では、EV を購入する前に、担保金を支
払って補助金の事前申請を行い、その申請
状況が補完財提供会社に知らされると共に、
特殊な条件下で補助金の支払いが行われる。
まず、この制度が理論上有効である事を確
認した。次に、この制度で用いられるパラ
メーターの値を最適化する方法について分
析を行った。 
ネットワーク外部性があるサービスにつ

いての理論分析も行った。ネットワーク外
部性があれば満たされると思われる比較的
一般的な効用関数の仮定のもと分析を行っ
た。この際、どのような状況でも、アクテ
ィブになる特殊な戦略プロファイルを考慮
し、この特殊な戦略プロファイルがもたら

す利得を調べれば多くの事が分かる事を証
明した。まず、この特殊な戦略プロファイ
ルから得られる期待利得が正である時に、
選択された人が常にアクティブになる状況
がユーザーの余剰を最大化させる事が分か
った。逆に、この期待利得が負の時には、
誰もアクティブにならない状況がユーザー
の余剰を最大化させる。また、選択された
人が常にアクティブになる状況が唯一のマ
ルコフ均衡となる条件や、それ以外のマル
コフ均衡が存在するための条件も、上記特
殊な戦略プロファイルがもたらす利得の条
件によって与えられる事を示した。これに
よって、ユーザーにとって選択された人が
常にアクティブになる状況が望ましい状況
でも、それが唯一の均衡とならなかったり、
それが均衡とはならなかったりする条件が
求められた。さらに、そのような状況の元
で、選択された人が常にアクティブという
状況が実現するためのインセンティブメカ
ニズムを考案した。 
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